
今回の検査では、アセスミンが健康な犬に比べて高めの値でした。アセスミンが検出される場合、
飼い主様には見えないところに癌や炎症が起きている可能性があるので注意が必要です。
また、尿ｐHが高い値を示したためにＣ判定となっています。尿ｐＨが高くなると、尿石症のリスク
が高まってくることが知られています。

アセスミンが検出されていますが、尿石症のリスクが高まっていることから、尿石症をきっかけと
した膀胱炎による炎症の可能性も考えられます。食事や運動に気をつけながら経過を看察し、ア
セスミンや尿ｐHの値が正常にならない場合には、かかりつけの病院で診察してもらうことをお勧
めします。
糖尿病を含むその他の疾患については、今回の検査で異常は見つかりませんでした。

佐藤 マロン ちゃん （６歳）

採尿日： ２００８年 １０ 月 ４ 日

「ピーチェック！」結果報告書

アセスミン検出量

項 目 今回の結果 参考基準値 項目説明 判定

尿ｐH 8.0 5.5-7.0 尿の酸性度を示す値です。疾患に関連して変動
し、尿石症にも関係する指標です。

Ｃ

尿タンパク （－） （－）－（＋＋） 腎臓の機能が低下すると検出されるようになり
ます。尿の通り道の炎症でも検出されます。

A

尿潜血 （－） （－） 腎臓や膀胱など、尿の通り道の障害を検出しま
す。尿石症等では高値となります。

A

比重 1.020 1.015-1.050 腎臓で尿を濃縮する能力を反映します。腎臓病
や糖尿病を含む重要な疾患の指標になります。

A

尿 糖 （－） （－） 糖尿病の重要な指標になります。大量に糖分を
摂った場合にも一時的に上昇します。

A

ケトン体 （－） （－） メタボ状態の指標となります。脂肪の分解物が
代謝されるとケトン体として尿中に排出されます。

A

状態 アセスミン検出量と疾患の関係

正常 健康な時には、アセスミンが増えることはありません。尿中からも微
量しか検出されません。

炎症 炎症のために一時的に体内のアセスミン量が増え、尿中に排出さ
れます。炎症が治まると排出量は減少します。

癌 癌の増殖に伴って大量のアセスミンが体内で作られ、尿中に排出さ
れ続けます。癌の進行に伴って検出量が増加して行きます。
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項 目 判定

アセスミン C
（アセスミン判定基準）
A:良好です、B:健康に注意しましょう、C:疾患が疑われます、D:重大な疾患が疑われます

（判定基準）A:良好です、B:やや基準値から外れます、C:疾患リスクが高まっています、D:疾患が疑われます
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次回検査時期の目安：3ヶ月以内（最低でも年2回の検査をお勧めしています）

あなたの愛犬の健康度
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愛犬にストレスを与えないために
・食べ物は体内の酸化ストレスに敏感に影響します。食事の素材にも気を配りましょう。
・ストレス解消には適度な運動が必要です。お散歩が不足していることはありませんか？
・スキンシップはうまく行っていますか？ワンちゃんの気持ちを理解する努力も忘れずに。
・嫌がることは避けましょう。何かを恐がったり、怯えたりすることはありませんか？
・住環境を再確認。騒音や強い光などでワンちゃんが落ち着かないことはありませんか？

病気とストレスは切り離せないものです。
愛犬がいつまでも元気でいられるよう、ストレス管理にも気を配りましょう。

佐藤 マロン ちゃん （６歳）

採尿日： ２００８年 １０ 月 ４ 日

「ピーチェック！」結果報告書
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尿中アルデヒド検査結果
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レベル１
（低）

（高）

あなたの愛犬

あなたの愛犬のストレス

レベル ２

この検査では、体内の酸化ストレス
が高まると尿中に排出されてくるマー
カーとして知られる「アルデヒド」という
化学物質の量を測定しています。

ストレスは短時間でも急激に高まる
ことがありますが、継続的にストレス
マーカーが検出される場合や高い値を
示した場合には、疾患との関連も疑わ
れますので注意が必要です。

＊ストレスレベルについて
尿中アルデヒド測定値（クレアチニン補正）
から標準偏差を取得し、スタンダードスコア
に基づくレベル分けをしています。全体のう
ち、各レベルは以下の割合を占めています。
レベル１：１６％、レベル２：３４％、レベル
３：３４％、レベル４：１４％、レベル５：２％

レベル１

今回の測定で
検出可能な反
応は見られま
せんでした。ス
トレス状態では
ないようです。

レベル2

微量ながら反
応が見られまし
た。ごく小さな
ストレスを受け
ているかも知
れません。

レベル３

明らかな反応
が見られました。
ストレス要因が
疑われますの
で、解消に努め
ましょう。

レベル４

強い反応が見
られました。健
康に影響する
こともあるので、
原因を取り除
いてください。

レベル５

大変強い反応
が見られました。
疾患と関係して
いる可能性も
あるので、注意
が必要です。
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